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　当分野紹介の機会をいただき，まことに光栄に存じ
ます。私は 2017 年 4 月，口腔科学講座薬理学分野教
授に就任いたしました。1988 年に本学薬理学教室に
入局以来，2020 年 4 月で 32 年目の春を迎えます。そ
の間，講座再編により各研究者の専門領域で，准教授
でも研究分野を任されることになりました。現在，薬
理学を担当する私と吉野文彦准教授は，それぞれ循環
制御歯科学・薬理学分野，そして，光歯科医学分野を
新設し，分野長を務めております。これにより大学院
生の指導や学位審査をより活発に，より自由度が高く，
きめ細かにできるようになりました。また，学部の教
育では，両分野で薬理学を担う一方で，大学院の研究
では吉野先生と吉田彩佳先生は光歯科医学分野で，光
が生物に与える影響について研究し，私と高橋聡子先
生は循環制御歯科学・薬理学分野で，口腔と全身の循
環の相互関係について研究しています。ともに協力し，
学部教育はもとより大学院生に対する指導も行ってお
ります。次に各分野での教育と研究活動についてご紹
介いたします。

循環制御歯科学・薬理学分野
教　授：高橋俊介，准教授：高橋聡子　

　私たちは，1 年生から 6 年生までの薬理学，生理学
の講義や実習を担当しています。研究面では，「歯周
病と循環器疾患との相互的影響」を研究しています。
とくに，歯肉微小循環を指標として全身疾患（糖尿病
や高血圧）と歯周病との関連性（図 1）について研究
を重ねています。近年では，レーザードップラー血流
計を用いて歯肉を含めた末梢血管の特性や循環動態
を測定するのと同時1）	に，摘出した大動脈の血管機能
を薬理学的に解析し，全身の大血管と微小血管との
反応性を検討しています2）。この研究は，高血圧や糖
尿病のモデル動物に歯周病菌である Porphyromonas 
gingivalis を感染させて，循環器疾患と歯周病菌との
関連を検討したものであり2,3），私たちの近年の研究
活動の根幹をなすものです。一連のこれらの研究は，
講座あるいは分野の垣根を越えて，さまざまな先生方
と協力し推し進めています1–4）。
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図1　歯周病との関係が報告されている疾患

全身疾患と歯周病との間には深い関連性があり，とくに糖尿病の合併症としての歯周病は広く
知られています（全身疾患⇒歯周病）。近年になり，高血圧症や糖尿病などの全身疾患のリスク
ファクターとして歯周病が関与している可能性が疫学的に証明されています。わが国の3大死
因疾患中の心疾患・脳血管疾患や糖尿病合併症である循環障害は血管内皮細胞の機能低下を伴
う動脈硬化性疾患であり，これらの循環器疾患は歯周病により悪化すると報告されています（歯
周病⇒全身疾患）5）。
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光歯科医学分野
准教授：吉野文彦，講　師：吉田彩佳　

　私たちは，教育面では薬理学を主に担当しています。
研究面では，光歯科医学分野と言う世界で唯一の分野
を立ち上げ，光が潜在的に持つさまざまな生物に対す
る影響の検討を行っています。光は，物質へ照射され
ることで光化学反応を生じ，二次的に活性酸素が発生
する場合があります（図 2）。この反応こそが，光生
物学的反応において非常に重要となります。私たち研
究チームは，この活性酸素を光研究のメインストリー
ムとし，歯科医療で広く使用されている青色光の生体，
あるいは口腔細菌への影響について研究し，これまで
報告がされていなかった，青色光の生体への悪影響を
報告してきました 6）。その反面，現在の歯科医療の歩
みを進めるため，青色光が有する悪影響に対する防御
法の提案も同時に行ってきました。近年では，細菌内
に存在する化合物や歯垢染色剤の色素を利用した新た
な口腔細菌の殺菌方法について報告してきました7,8）。
今後は，う蝕や歯周病に留まらず，超高齢化により増
加している口腔カンジダ菌の光殺菌法や，光増感剤を
用いた口腔癌治療法の研究・開発を計画しています。

薬理学という学問と研究分野
　薬理学は	“未知の反応”を既知の作用機序の薬物を
用いて解読，理解して行く学問です。学部学生にとっ
て，この本質，薬理学の何たるかを理解していただく
ことが非常に難しいようです。戦略性は高いが人気度
が低いこの科目を，学部での講義，さまざまなディス
カッション，試験を重ね，歯科医師として送り出し，

再び手繰り寄せるように本学大学院の学位研究へと誘
導していかなくてはなりません。そして，将来の薬理
学だけではなく基礎医歯学を背負っていただける後継
者の育成こそが重要であると考えております。
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図2　青色光照射による光励起過酸化水素産生メカニズム9,10）

この過程は，ミトコンドリア内のフラビン，さらにフラビン含有oxidaseの光還元により，過
酸化水素（H2O2）を生成します。過酸化水素とその代謝物（ヒドロキシルラジカル）は，遺伝
的変異を引き起こし，解糖とDNA合成を阻害し，脂質過酸化の増大により，毒性を生じます。
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図3　2019年度薬理学実習にて

上段：ティーチングアシスタント，特任講師の先生方
下段：常　勤
　　　講師：吉田彩佳，准教授：高橋聡子，教授：高橋俊介，准教授：吉野文彦




